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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、財政政策の効果を異時点間の分析を通じて明らかに

し、財政政策の望ましいあり方について政策的示唆を導出することである。そこで、本研究で

は現実の制度を反映させた動学的モデルを用いて、財政政策について理論的な分析を行った。

研究では、市場が有効に機能し得ない場合に政府が積極的に総需要の喚起を図ることが雇用、

生産の拡大のみならず厚生の改善にも寄与することが示された。 

 
研究成果の概要（英文）：This study presents a realistic model of effective demand in the 

monetary production economy. The study shows that the aggregate demand size affects the 

aggregate income and employment level. A constitutive shortage of aggregate demand 

brings about constitutive unemployment equilibria. The fiscal policy is effective to promote 

the expansion of aggregate income and employment, and raises social welfare. 
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１．研究開始当初の背景 

 

不完全競争下の財政政策の研究について
は、財市場における独占的競争を想定したニ
ューケインジアンの議論を中心に多数の研
究が行われてきた。各々の企業が右下がりの
需要曲線に直面する独占的競争下において
は、需要を拡大する政策が所得と企業利潤を
相互的に増加させ、結果として財政政策が景
気刺激策として効果を持つことが示された。 
しかしながら、動学的視点からの分析はま

だ不十分であり、貨幣や国債など現実的な要
素を取り入れた理論的研究は十分な蓄積が
なされたとは言い難い状況にあった。したが
って、より現実的な社会環境、税制政策の下
で理論的研究を精緻化し、財政政策の効果を
分析することは望ましい財政政策の在り方
を明らかにする必要性があった。 

 

２．研究の目的 

 

不完全競争下の財政政策の研究につ
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いては、財市場における独占的競争を想
定したニューケインジアンの議論を中
心に多数の研究がなされている。しかし
ながら、動学的視点からの分析はまだ不
十分であり、貨幣や国債など現実的な要
素を取り入れ理論的研究をする余地が
十分にある。 
現実的な側面から政策を議論する上

で、政府の予算に直結するこれらの要素
を取り入れることは必要不可欠である。
本研究では、現実的な社会環境・税制政
策の下で財政政策の効果を明らかにす
ること、及び政策判断の基礎資料を提供
することを目的とした。 
より具体的には、不完全市場の下での

財政政策の効果を異時点間で分析し、財
政政策の実施によって発生する経済利
益（損失）を明らかにするとともに、財
政政策の望ましい支出配分を提示する
ことを目標とした。  

 

３．研究の方法 

 
今回の研究計画では、不完全競争市場を前

提とした上で、現実的な社会環境・税制政策
を考慮に入れた数学モデルを構築し、財政政
策の効果について、動学的な検証を試みた。 
第一に、基本的な問題構造(国際比較およ

び歴史分析を含む)を資料調査し、政策評価
モデルの構成要素を精査した。第二に、経済
学の理論的・実証的な分析手法を用いた研究
をサーベイしていくことで、シミュレーショ
ン分析の土台を固めた。 
そして、それらの基礎的な研究に基づき、

数学モデルを解析的・数値的手法を用いて、
現実経済に即した政策効果を分析した。 
 
４．研究成果 
(1) 主な成果 
①2010 年度 

2010年度においては、従来進めてきた研究
との関連性を整理しておく必要があると考
え、各国の財政状況、制度的側面などについ

て論点の整理を行った。同時に、財政政策の
効果の分析する上で、財政政策の具体的中身
の普遍性と多様性を分析し、主要国の政策動

向を分析した。また、それを踏まえて、財源
となる税・公債等について現実的な仮定を置
いたうえで、公共投資の実証的・理論的分析

を展開した。 
これらの研究成果は「Are Fiscal Sustain

ability and Stable Balanced-Growth Equi

librium Simultaneously Attainable?」（雑
誌論文③・学会発表②）として論文にまとめ
られた。この論文では日本をはじめとした先

進諸国が巨額の財政赤字の中で政策を実行
している点を踏まえ、財政及び経済成長の維

持可能性を検証しており、ある一定の国債残
高対GDP比の範囲内であれば財政・経済成長
とも安定的に維持可能であることを示して

いる。 
 

②2011年度 
 2011 年度においては、2010 年度の成果を
踏まえ、不完全競争市場を前提とした上で、
現実的な社会環境・税制政策を考慮に入れた
数学モデルを構築し、財政政策の効果を動学
的に検証してきた。この成果を踏まえた上で、
論文「Unemployment equilibria and economic 
fluctuations in a monetary production 
economy」を執筆し、所属機関のワーキング
ペーパーとして公表した（雑誌論文①）。こ
の論文では、従来の賃金決定と所得分配を同
時決定する枠組みを相互決定する枠組み（雑
誌論文②にて検証）へと改めることで、総需
要不足による失業及び景気循環が発生する
可能性を示している。これらの研究成果は市
場が有効に機能し得ない場合に政府が積極
的に総需要の喚起を図ることが雇用、生産の
拡大のみならず厚生の改善にも寄与するこ
とを示した点で現実の政策運営に対して、政
策判断のための基礎資料を提供することに
成功している。 
 
(2) 得られた成果の位置づけ 
雑誌論文③の成果については、財政政策の

維持可能性及び安定成長の達成を同時実現
可能な財政赤字の許容範囲を示したもので

ある。これは、近年、世界の主要国で課題と
なっている財政政策の維持可能性について、
理論的な基盤を与えるという意味で、日本の

みならず、国際的にも重要な成果である。 
雑誌論文①、②の成果については、以下の

とおりである。従来の研究では自発的失業を
前提とした過少生産均衡の中での財政政策
の生産拡大効果を論じていた。しかしながら、
①、②の枠組みの下では、非自発的失業が前
提となる過少雇用均衡が分析対象となる。財
政政策による需要拡大が過少雇用の解消の
みならず、経済厚生の改善をもたらすという
ことを示した点は、今後の研究の発展に寄与
する成果である。 

 
(3) 今後の展望 
 研究課題の目的は雑誌論文①～③により、
達成された。しかしながら、雑誌論文①、②
については学術集会、学術誌上での活発な議
論により、さらなる精緻化が期待される。雑
誌論文①、②の改訂を続け、研究課題の完成
度を高めるとともに、国際的学術誌への寄稿
を継続し、経済情勢変化に対応した研究とな
るよう継続して取り組んでいく必要がある。 
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